
東近江地域
みおしずく栽培研修会

令和５年９月８日（金）
14：00～16：00



  

  

 

みおしずくの栽培管理について（定植～収穫期）

【イチゴ新品種「みおしずく（滋賀SB２号）」栽培管理指針 Ver.2】を基に作成

東近江農業農村振興事務所農産普及課



栽培管理方法の概要(P3)
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育苗期間中の気温・降水量の推移
6月下旬～ 平年より高い気温が続いた
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育苗期間中の日照時間の推移



育苗状況（8/23）

みおしずく 章姫



育苗状況（8/23）



育苗状況（8/23）



「みおしずく」育苗期間中の病害虫発生状況

○害虫

ハダニ、アブラムシ、ヨトウ、コガネムシ、
ホコリダニの発生を確認

○病害

炭疽病、青枯病を確認

※「みおしずく」は「章姫」より炭疽病に強いですが、
全く発生しない（抵抗性）わけではありません。
定期的に炭疽病に効果のある薬剤散布を
実施しましょう。

↑炭疽病

↑青枯病



苗増殖期（P9~）



育苗中のハウス内環境の管理方法（P12）

50％遮光

定植～梅雨明け 盛夏期 9月～定植

常に換気

遮光

育苗の９月以降は遮光なし＋常に換気



葉かき 剪葉

苗が
揃うまで

苗が揃って
根が回ったら

親株の葉数管理の方法(P13)

子苗の根鉢ができたら親株の剪葉を行う
→採光性・通風を良くする



親株の剪葉



① ③② ①① ③②

子苗の管理方法（P14）

※①太郎苗 ②次郎苗 ③三郎苗

・苗同士が混みあう場合は、①→②→③の順に葉かきする

・苗への施肥は通常必要ない
※以下の時にはIB化成を１～２個ポットに置く
（１）苗の葉色が薄い場合
（２）定植の２週間以上前に親株から切り離す場合



潅水時 夜間

潅水時間が適切で
培地に水がいきわたる

適度な湿り具合を保つ
潅水時間が短く
吸水ムラが残る 夜間も過湿状態

ＢＡ ＤＣ

子苗のかん水管理（P14）

1回目のかん水：午前8時頃
2回目のかん水：天候や根鉢の乾燥具合によって調整する
※過乾燥でない限り15時以降のかん水は避ける
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頂花房50％出蕾日

極端な早期定植(花芽分化前

定植)は出蕾の遅延、収量

低下につながる

9/11定植と9/24定植を比べるとあまり変わらない

⇒確実に花芽分化してからの方が、分化前定植による

出蕾遅延や収量低下の心配が少なく安全！

定植日

定植日と出蕾・収量の関係（P15）



8/26（花芽分化前）1） 10/31 12/10 2/6 11/5 466

9/11（花芽分化後）2) 10/17 12/10 1/21 11/5 532

9/24（花芽分化後）2) 10/21 12/10 1/24 11/8 579

1) 花芽分化までは水のみを潅水し、花芽分化後から培養液の給液を開始した
2) 定植直後から培養液の給液を開始した

収穫
開始日

可販収量
（g/株）

定植日 頂花房
一次

腋花房
二次

腋花房

定植時期が「みおしずく」の出蕾および
収量に及ぼす影響（P15）

※東近江地域では適期定植に向けて
花芽分化調査を実施します（後述）

農業技術振興センター試験（2019年度）



本ぽへの定植と定植後の管理（P16~）



定植前準備（P16）

①定植５～７日前
・薬剤防除（本圃への病害虫持ち込み防止）
・本ぽハウスへの遮光ネット展張

②定植３日前～前日
・ベッドへのかん水
※定植当日はベッドへのかん水はしない

③定植前日 夕方
・苗へのかん水



垂直に植える 隙間がある 傾けて隙間なく植える

定植方法（P17）

・株間23㎝、2条千鳥植え
・果房の向きを揃えるため通路側へ少し傾けて定植
・苗の根鉢とベッドの培地に隙間がないようなじませる



定植後の培養液管理（P17~18）

・以下を基準として培養液管理を行う
※養液濃度を変更するタイミングがずれると、
出蕾の遅れや収量の低下を招く

時期
養液濃度

（dS/m）

かん水回数

（回/日）
備考

定植～頂花房出蕾 0.4 １～２
必ず花芽分化した

株を定植する

頂花房出蕾

～３月中旬
0.8 1

頂花房出蕾が

ハウスの50％程度

３月中旬～ 0.5 ３～５



葉数および芽立て管理（P18）

・定植後は新葉が数枚展開するまでは葉かきを行わない
・葉数が増加したら、展開葉６～７枚を目安に古葉をかく

１芽仕立て ２芽仕立て

・基本は１芽仕立て
・花房直下から同程度の強さの２芽が発生したら、
無理に芽かきせず２芽仕立てする



0% 20% 40% 60% 80% 100%

1芽

2芽

8～20 g 20～30 g 30～40 g 40～50 g 50 g～

株あたり果数

(個/株)

23.6 26.2

22.5 27.9

平均一果重

(g)
果実の重量分布芽数

仕立て芽数別の果実重量分布と株あたり
果数（P18~19）

農業技術振興センター試験（2021年度）



マルチング、ミツバチ導入、摘花（P19~20）

・10月中旬ごろ、出蕾を確認し始めたら黒マルチを張る

・出蕾から約2週間後、開花初めごろにミツバチを導入する

・花数は「章姫」より少ないため、１芽で管理する場合は
基本的に摘花する必要はない。

※２芽で管理する場合は、草勢や着果負担を考慮して摘花により
果数を制限する



9月 10月 11月 12月 1月 3月 4月 5月 6月

➋

保温
(28℃)

昼温 25℃

夜温 5℃以上20℃以下

➊ ➍➌

換気
(25℃)

30℃以下

表６　時期別温度管理の目安

➎

保温
(28℃)

25～28℃

5℃以上

項目番号

目標
温度

管理
(換気設定目安)

10℃以下

30℃以下

換気
(20℃)

時期 2月

換気
(22℃)

25℃以下

5～10℃

栽培期間中の温度管理（P20~）



開花はじめまで

昼
間

夜
間

開放

開放

❶定植～開花のハウス管理（P21）

可能な限り気温を低く保つための
換気に努める

・活着までにハウス内が35℃以上に
なる場合は、遮光などにより高温
対策を行う

・活着後も終日ハウスを全開にする



夜温12℃以上 夜温12℃以下
閉め切っても夜温が
12℃以下になる

28℃で換気
内張は開放
28℃で換気

サイド
閉め切り

内張も
閉め切り

昼
間

夜
間

開放

開放

❷開花から頂果房収穫までの管理（P21~22）



保温前に被覆資材・内張りカーテンの
点検



すそ部の隙間を改善







花芽分化調査について

☝Facebook
「ふきゅーとる東近江」
QRコード

「みおしずく」の適期定植に向けて花芽分化の調査を実施
【調査予定日：9/15、9/20、9/25】

→調査結果はFacebook「ふきゅーとる東近江」に掲載



「みおしずく」の誓約事項


